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現在の虫掛駅。左側
線路は桜並木のサイ
クリングロードに，
右側線路は藤棚にな
っています（平成 25
年 3月 26日撮影） 

← 
虫掛駅で列車交換する臨時列車「土浦一高歩く会」号
（1985 年 11 月 12 日）。６輌連結で，先頭車と最後
尾車に取り付けられたヘッドマークがひときわ輝いて
いました（長津博樹氏（高 38回卒）『常陸野鉄道写真館』）
より転載。以下、筑波線車両写真は同館よりすべて転載） 
 

常磐線内はＥＦ80 やＥＦ81 が牽引し，筑
波線内は筑波鉄道の DD501 が牽引する上
野発の直通臨時列車「筑波号」。ヘッドマー
クは「つくば」。最後の雄姿となった１９84
（昭和 59）11 月 11 日の筑波駅 

常陸北条駅に到着した
臨時列車「土浦一高歩く
会」号（1984｡11.12）
（上）。ヘッドマークは
本校鉄道愛好クラブ（鉄
道研究部の前身）の長津
博樹氏の力作（左） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
鉄
道 

1979
（
昭
和
54
）
年
～ 

 

筑
波
線
は
、
1979
（
昭
和
54
）
年
、
関
東
鉄
道

の
分
社
化
に
よ
り
、
筑
波
鉄
道
と
し
て
再
出
発

し
、
様
々
な
合
理
化
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
営
は
好
転
せ
ず
、
1984
（
昭
和
59
）

年
に
は
、
と
う
と
う
沿
線
自
治
体
に
事
業
廃
止

を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

土
浦
一
高
生
た
ち
、
こ
う
し
た
筑
波
鉄
道
の

窮
状
を
少
し
で
も
助
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
1979

年
以
降
、
歩
く
会
で
の
筑
波
線
利
用
が
目
立
っ

て
き
ま
す
。
1979
（
昭
和
54
）
年
（
北
条
～
不
動

峠
～
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ン
～
青
年
の
家
～
学
校
）
、

1981
（
昭
和
56
）
年
（
北
条
～
不
動
峠
～
辻
～
青

年
の
家
～
学
校
）
、
1984
（
昭
和
59
）
年
（
筑
波

東
中
～
北
条
大
池
～
不
動
峠
～
パ
ー
プ
ル
ラ
イ

ン
～
青
年
の
家
～
学
校
）
、
1985
（
昭
和
60
）
年

（
筑
波
東
中
～
太
田
橋
～
東
大
通
り
～
筑
波
大

グ
ラ
ン
ド
～
栄
小
～
桜
川
堤
防
～
学
校
）
と
、

廃
止
ま
で
の
８
年
間
の
間
に
、
４
回
も
利
用
し

て
い
ま
す
。 

 

1984
（
昭
和
59
）
年
の
歩
く
会
に
つ
い
て
は
、

長
津
博
樹
氏
（
高
38
回
卒
、
当
時
２
年
生
、
鉄

道
愛
好
ク
ラ
ブ
員
）
が
、
ご
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
の
な
か
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
1984
年
11
月
12
日
、
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高

等
学
校
の
恒
例
行
事
で
あ
る
『
歩
く
会
』
に
参
加
す

る
生
徒
輸
送
の
た
め
、
土
浦
―
常
陸
北
条
間
で
団

体
臨
時
列
車
（
復
路
は
回
送
）
が
運
行
さ
れ
た
。
編

成
は
岩
瀬
方
か
ら
キ
ハ
505+

キ
ハ
811+

キ
ク
ハ
11+

キ

ハ
511+

キ
ハ
762+

キ
ハ
812
の
６
連
で
、
前
後
に
は
同
高

の
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
が
作
成
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
取

り
付
け
ら
れ
た
。 

 

当
時
、
私
は
同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
滅
多
に
見

ら
れ
な
い
６
両
編
成
に
記
念
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
筑
波
鉄
道
本
社
と
の
打

ち
合
わ
せ
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
製
作
を
担
当
し
た
。
私

に
と
って
も
高
校
時
代
の
良
き
思
い
出
と
な
っ
た
。
本

画
像
ア
ッ
プ
に
あ
た
り
、
学
校
内
の
許
可
な
ど
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
同
ク
ラ
ブ
顧
問
の
吉
沢
先
生
な
ら

び
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
取
付
に
関
し
て
快
諾
の
う
え
ご
協

力
い
た
だ
い
た
筑
波
鉄
道
関
係
者
の
方
々
に
あ
ら

た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
」 

            
 

こ
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
愛

好
ク
ラ
ブ
（
1973
年
に
必
修
ク
ラ
ブ
の
鉄
道
愛
好

ク
ラ
ブ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
1985
年
に
鉄
道
同
好

会
、
1989
年
に
鉄
道
研
究
部
に
昇
格
）
内
で
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
取
り
付
け
の
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
顧
問
の
吉
澤
中
正

先
生
に
筑
波
鉄
道
に
打
診
を
し
て
い
た
だ
い
た

後
に
、
長
津
氏
は
じ
め
、
２
年
生
の
ク
ラ
ブ
員

が
真
鍋
機
関
区
を
訪
れ
、
詳
細
を
協
議
の
う
え
、

取
り
付
け
の
許
可
を
も
ら
い
、
製
作
し
た
も
の

で
す
。
長
津
氏
は
近
所
の
看
板
屋
さ
ん
に
ベ
ー

ス
と
な
る
丸
い
ベ
ニ
ヤ
板
を
切
り
だ
し
て
も
ら

い
、
旧
本
館
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
上
げ
た
そ
う

で
す
。
後
日
、
真
鍋
機
関
区
に
持
ち
込
み
、
筑

波
鉄
道
に
あ
る
既
存
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
貼
り

付
け
、
キ
ハ
505
と
キ
ハ
812
に
取
り
付
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

臨
時
列
車
「
歩
く
会
」
号
は
、
真
壁
発
土
浦

行
の
普
通
列
車
に
、
真
鍋
機
関
区
で
土
浦
方
に

５
両
の
回
送
車
輌
を
増
結
し
、
土
浦
ま
で
６
両

で
運
行
。
土
浦
駅
（
８
時
30
分
発
）
か
ら
生
徒

を
乗
せ
て
、
常
陸
北
条
駅
（
ダ
イ
ヤ
よ
り
10
分

遅
れ
の
９
時
10
分
着
）
ま
で
快
速
運
転
、
途
中

停
車
駅
は
新
土
浦
駅
だ
け
で
、
常
陸
北
条
に
到

着
後
、
た
だ
ち
に
真
鍋
機
関
区
に
回
送
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
年
の
歩
く
会
の
前
日
、
11
月
11
日
（
日
）

に
は
、
上
野
か
ら
筑
波
へ
の
直
通
臨
時
列
車
「
筑

波
号
」
が
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
野
発
8:43
～

筑
波
着
10:47
、
筑
波
発
15:10
～
上
野
着
17:50
）
。
12
系

客
車
６
連
で
、
全
車
自
由
席
の
た
め
普
通
乗
車

券
だ
け
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

津
氏
は
こ
の
「
筑
波
号
」
に
も
乗
車
し
て
お
り
、

「
1984
年
11
月
11
日
、
こ
の
『
筑
波
号
』
に
土
浦
か

ら
筑
波
ま
で
乗
車
し
た
。
当
日
は
曇
天
だ
っ
た
せ
い

も
あ
り
、
乗
車
率
は
非
常
に
悪
く
、
今
後
運
転
さ

れ
る
の
か
心
配
し
て
い
た
ら
、
案
の
定
、
翌
年
か
ら
は

『
筑
波
号
』
が
設
定
さ
れ
な
く
な
り
、
1987
年
に
は
筑

波
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
日
が
『
筑
波
号
』

最
後
の
運
転
に
な
って
し
ま
った
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
）
。 

 
 

         

  

翌
1985
年
に
は
、
筑
波
鉄
道
の
廃
止
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
「
歩
く
会
実
施
に

あ
た
っ
て
の
（
コ
ー
ス
決
定
の
た
め
の
）
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
は
、
筑
波
鉄
道
利
用
の
筑
波Ⅰ

コ

ー
ス
の
特
色
と
し
て
「
有
力
な
情
報
筋
に
よ
る

と
、
（
筑
波
線
は
）
12
月
ま
で
の
命
ら
し
い
。
（
こ
の
コ

ー
ス
は
）
筑
波
鉄
道
を
利
用
し
ま
す
。
幻
の
６
両
編

成
で
最
後
を
飾
って
あ
げ
よ
う
で
は
な
い
か
！
」
と

の
筑
波
線
へ
の
せ
つ
な
い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
思
い
が
全
校
生
徒
に
通
じ
た
の
か
、

第５６号 

筑波線（下）  

旧制土浦中学生たちは，毎年「春の筑波登山」の帰途に筑波線を利用

してきましたが，土浦一高生たちは，「秋の歩く会」で，出発地までの

輸送手段として，筑波線に何度かお世話になってきました。今号は，「歩

く会」での一高生と筑波線の関わりを紐解いてみます。 

平成２５年４月１６日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 



 

 

坂田付近を快走する「土
浦一高歩く会」号。窓を
開け，自然の風を満喫し
ている生徒が見えます
（1985｡11.12）（上）。
このときに作製された
「ヘッドマーク」（左） 

気
動
車
車
輌
記
号 

キ 

：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
と
す 

 
 
 

る
車
両
（
運
転
室
の
有
無
は
区
別
し
な
い
） 

キ
ク
：
エ
ン
ジ
ン
は
な
い
が
運
転
室
が
つ
い 

 
 
 

て
い
る
車
両 

ハ 

：
普
通
座
席
車
、
厳
密
に
は
普
通
車
。 

 
 

 

普
通
寝
台
車
は
「
ハ
ネ
」
。
お
お
も 

 
 
 

と
は
「
イ
」
が
一
等
車
、
「
ロ
」
が 

 
 
 

二
等
車
、
「
ハ
」
が
三
等
車
で
し
た
。 

江
若
鉄
道
（
こ
う
じ
ゃ
く
て
つ
ど
う
） 

 

琵
琶
湖
西
岸
に
沿
っ
て
滋
賀
県
大
津
市
の
浜
大 

津
駅
～
膳
所
間
2.2
㎞
、
浜
大
津
～
近
江
今
津
間 

51.0
㎞
を
結
ん
で
い
た
鉄
道
路
線
。
当
初
は
「
近
江
」 

と
「
若
狭
」
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い 

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
1974
（
昭
和
49
）
年
、
Ｊ
Ｒ 

湖
西
線
山
科
駅
～
近
江
塩
津
駅
間(

74.1
㎞)

が
開 

業
、
北
陸
本
線
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
よ
う
ゃ
く
実 

現
し
ま
し
た
。 

雄
別
鉄
道 

 

北
海
道
釧
路
市
釧
路
駅
か
ら
釧
路
市
阿
寒
町
の 

雄
別
炭
山
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
た
鉄
道
路
線
（
雄 

別
本
線
）
な
ど
を
運
営
し
て
い
た
炭
鉱
鉄
道
会 

社
。
雄
別
本
線
を
は
じ
め
、
鶴
野
線
・
埠
頭
線
・ 

新
釧
路
構
外
側
線
を
所
有
・
運
営
し
て
い
ま
し 

た
。
す
べ
て
軌
間
1067
㎜
、
全
線
単
線
・
非
電
化 

路
線
で
し
た
。
ま
た
雄
別
炭
礦
直
営
の
尺
別
鉄
道 

線
（
尺
別
～
尺
別
炭
山
間
）
も
石
炭
輸
送
・
沿 

線
住
民
の
輸
送
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
尺
別 

炭
鉱
の
閉
山
に
伴
い
、
同
じ
く
1970
年
に
廃
止
さ
れ 

ま
し
た
。 

本校に保存され
ている「土浦駅」
駅名板（右）。廃
車後に真鍋機関
区に留置されて
いたキハ４６１
（左下）。この車
両はその後に旧
国鉄色に塗り替
えられ，つくば
市に展示されて
いました（右下） 

 

２
年
連
続
で
の
筑
波
線
利
用
が
実
現
し
ま
し
た

（
ち
な
み
に
土
浦
～
北
条
間
の
団
体
旅
客
運
賃

は
35
万
円
余
で
、
生
徒
一
人
あ
た
り
約
350
円
で

し
た
）
。
11
月
12
日
（
火
）
の
「
歩
く
会
」
当

日
（
11
月
13
日
が
茨
城
県
民
の
日
で
学
校
は
休

み
の
た
め
、
歩
く
会
は
11
月
12
日
が
恒
例
で
し

た
）
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
６
輌
編
成
（
岩
瀬
方

か
ら
キ
ハ
504+

キ
ハ
812+
キ
ハ
761+

キ
ク
ハ
11+

キ
ハ
511+

キ
ハ
505
）
が
幻
か
ら
現
実
の
も
の
と

な
り
、
８
時
す
ぎ
に
土
浦
駅
に
入
線
。
ホ
ー
ム

長
の
関
係
で
土
浦
駅
で
は
後
ろ
４
両
に
乗
車
。

土
浦
駅
を
８
時
22
分
に
発
車
し
、
ほ
ど
な
く
新

土
浦
駅
に
到
着
。
こ
こ
で
は
前
２
両
に
乗
車
し
、

８
時
32
分
発
。
満
員
の
土
浦
一
高
生
を
乗
せ
た

臨
時
列
車
「
歩
く
会
」
号
が
常
陸
北
条
駅
（
８

時
56
分
着
）
ま
で
の
筑
波
路
を
快
走
し
ま
し
た
。 

前
年
同
様
、
前
後
の
車
輌
（
キ
ハ
504
・
キ
ハ

505
）
に
は
、
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
製
作
の
「
歩
く

会
」
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ハ
504
、
キ
ハ
505
は
、
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

が
発
注
し
、
1959
（
昭
和
34
）
年
に
日
本
車
輌
製

造
東
京
支
店
で
新
製
さ
れ
た
車
輌
で
す
。
キ
ハ

504
、
キ
ハ
505
を
前
後
に
配
し
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

で
飾
っ
た
の
は
、
筑
波
鉄
道
社
員
の
車
両
た
ち

（
と
く
に
自
社
発
注
車
）
へ
の
最
後
の
餞
で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
（
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

久
保
田
高
広
氏
（
高
33
回
卒
）
に
よ
れ
ば
、
キ 

             

ハ
504
、
505
に
は
、
正
面
中
央
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

を
掛
け
る
金
具
が
あ
る
の
で
、
筑
波
鉄
道
の
配

慮
で
編
成
の
両
端
に
配
し
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を

取
り
付
け
た
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
）
。
前
述

の
長
津
氏
は
、
吉
澤
先
生
の
車
に
乗
車
し
、
沿

線
各
所
で
「
歩
く
会
」
号
を
待
ち
受
け
、
最
後

の
晴
れ
姿
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
す
（
こ

の
時
の
写
真
も
『
常
陸
野
鉄
道
写
真
館
』
に
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
）
。 

そ
の
後
、
沿
線
自
治
体
が
、
1985
（
昭
和
60
）

年
10
月
１
日
か
ら
の
一
年
間
、
回
数
券
３
割
補

助
な
ど
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
12
月
ま

で
の
命
は
と
り
と
め
ま
し
た
が
、
乗
客
は
増
加

せ
ず
、
1987
（
昭
和
62
）
年
３
月
31
日
の
運
行
を

最
後
に
、
翌
４
月
１
日
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
、
国
鉄
分
割
民
営
化
と
同
じ
日
で
し

た
。 現

在
筑
波
線
の
廃
線
跡
は
、
ほ
ぼ
全
線
が
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
つ
く
ば
リ
ン
リ
ン
ロ
ー

ド
・
岩
瀬
土
浦
自
転
車
道
）
と
な
っ
て
お
り
、

新
土
浦
駅
や
虫
掛
駅
な
ど
、
駅
の
ホ
ー
ム
跡
が

わ
ず
か
に
筑
波
線
の
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。

車
輌
で
は
1985
年
（
昭
和
60
）
年
に
廃
車
と
な
っ

た
キ
ハ
461
（
鉄
道
省
キ
ハ
41000
形
式
気
動
車
、
国

鉄
で
廃
車
後
、
遠
州
鉄
道
、
北
陸
鉄
道
を
経
て
、

関
東
鉄
道
筑
波
線
に
や
っ
て
き
ま
し
た
）
が
愛

好
家
に
よ
っ
て
、
つ
く
ば
市
さ
く
ら
交
通
公
園

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
初
（
1933
年

製
造
）
の
本
格
的
な
大
型
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
あ

り
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
出
力
が
小
さ
い
こ
と
と
、

火
災
の
懸
念
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に

移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
キ
ハ
461
も
製
造
時
は

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
し
た
が
、
そ
の
後
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
換
装
さ
れ
て
い
ま
す
）
、

数
少
な
い
貴
重
な
車
輌
と
し
て
、
現
在
は
大
宮

の
鉄
道
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
鉄
土
浦
駅
の
駅
名
板
が
本
校
弓
道

場
裏
に
保
存
（
？
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

土
浦
駅
ビ
ル
新
築
の
際
に
、
土
浦
駅
ホ
ー
ム
の

改
築
も
行
わ
れ
、
不
要
と
な
っ
た
駅
名
板
を
、

当
時
鉄
道
愛
好
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
員
で
あ
っ
た

秋
田
秀
樹
氏
（
高
39
回
卒
・
ラ
グ
ビ
ー
部
で
も

巨
漢
Ｆ
Ｗ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
）
が
譲

り
受
け
、
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
運
ん
で
き
た
も

の
で
す
。 

     
 

 
 

 
 

      

     

1984
・
1985
「
歩
く
会
」
号 

編
成
車
輌
の
履
歴
書 

 

 

キ
ハ
504
・
キ
ハ
505
（
キ
ハ
504
型
） 

 
1959
（
昭
和
34
）
年
、
日
本
車
輌
製
造
東
京
支 

店
で
新
製
さ
れ
た
片
側
片
開
き
２
ド
ア
、
両
運

転
台
の
18
ｍ
級
気
動
車
で
セ
ミ
ク
ロ
ス
シ
ー

ト
、
空
気
バ
ネ
台
車
。
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

発
注
車
。 

 

キ
ハ
761
・
キ
ハ
762
（
キ
ハ
760
型
） 

1957
（
昭
和
32
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
新
製
車
。 

1970
（
昭
和
45
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
廃
止
に
よ
り

譲
り
受
け
る
。 

 

キ
ハ
811
・
キ
ハ
812
（
キ
ハ
810
型
） 

 

1962
（
昭
和
37
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
新
製
車
。 

寒
冷
地
仕
様
の
た
め
に
、
側
面
の
窓
が
小
さ 

い
。
1970
（
昭
和
45
）
年
、
雄
別
鉄
道
の
廃
止
に

よ
り
譲
り
受
け
る
。 

           
 キ

ハ
511
（
キ
ハ
510
型
） 

 
 

1963
（
昭
和
38
）
年
、
江
若
鉄
道
の
新
製
車
。 

1970
年
、
江
若
鉄
道
の
廃
止
（
1969
年
）
に
よ
り
譲

り
受
け
る
。 

         
 キ

ク
ハ
11
（
キ
ク
ハ
10
型
） 

 

1957
（
昭
和
32
）
年
、
常
総
筑
波
鉄
道
（
当
時
）

が
エ
ン
ジ
ン
、
運
転
台
の
な
い
付
随
車
と
し
て

新
製
。
1960
（
昭
和
35
）
年
、
エ
ン
ジ
ン
搭
載
、

運
転
台
新
設
。
1970
（
昭
和
45
）
年
、
運
転
台
を

残
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
、
制
御
車
と
な
る
。

新
製
当
初
は
常
総
線
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
1978

（
昭
和
53
）
年
に
筑
波
線
へ
転
籍
さ
れ
た
。
筑

波
鉄
道
の
晩
年
は
、
ほ
と
ん
ど
活
躍
の
場
が
な

く
廃
車
同
然
で
し
た
。
（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

 
 

 


